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3中継輸送の枠組みを決める
◇どこを起点？ 内回り、それとも外回り？

　中継幹線の運行には、次の２つの考え方（図３）があります。
内回り：中継拠点を起点として中継幹線を運行
外回り：積み地を起点として中継幹線を運行

　外回りは、中継拠点で両方の中継幹線が落ち合う考え方です。
　この場合、万が一、何らかの事情で相手のトラック事業者の中継幹線の運
行が遅れた場合、遅れた幹線が中継拠点に到着するまで、自分自身も待機し
なければならないこととなります。
　内回りは、トラクタ・トレーラ方式の場合に、シャーシプールとして中継
拠点を活用する場合に適用できる考え方です。この場合、中継拠点の営業所
に所属するドライバーを確保しておく必要があります。

◇中継拠点はどこにする？
　中継拠点をどこにするかによって、中継幹線の運行は大きく左右されます。

【立　地】
　次の２つの考え方があります。
①距離の中間を考える
②運行時間の中間を考える
　②の運行時間の中間とは、例えば東北⇔関東間で中継幹線を運行する場
合、距離の中間点に中継拠点を設けたとしても、雪道を運行する東北発の
中継幹線と、雪のない道を運行する関東発幹線では、中継拠点到着までの
所要時間が大きく異なることがあります。

【設　備】
　今、女性ドライバーの活躍に注目が集まっています。
　女性用トイレ、あるいはシャワー等の休憩施設など、拠点設備も中継拠
点を決定する重要な要因です。

　中継拠点として、駐車スペースのあるガソリンスタントやトラックステ
ーション等、様々な候補が考えられます。ただし駐車場の混み合う時間等、
それぞれ場所の事情を考え、十分な話し合いが必要です。

◇大まかに運行図を作ってみる
　ここまで決まった段階で、一度、大まかな運行図（図４）を作ってみまし
ょう。
　以降、相手のトラック事業者と詳細の検討をするにあたって、活用するこ
とができます。

4-❶運用の詳細を決める
　さていよいよ、詳細の検討です。
　相手のトラック事業者や中継拠点の担当者と十分な打ち合わせが必要となります。

◇運行タイムスケジュールを決める
　中継輸送を実施時の運行タイムスケジュールを決めましょう。
　運行タイムスケジュールを決めるためには様々なポイントがあります。

❖遵法性
　ドライバーの拘束時間や連続運転時間等の基準を守ることは当然必要で
す。
［国土交通省 自動車総合安全情報］

https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03safety/personnelmanagement.html

❖ドライバーが中継拠点で交替する時にやっておくこと
　中継拠点でのドライバー交替には、伝票やキーの交換等が必要です。
それ以外にも次の時間を見込んでおきましょう。

※相手のドライバーからトラックの操作説明を受ける
　初めて運転する場合には、車載端末の操作方法等、相手のドライ
バーから車両操作説明を受ける時間が必要です。

※車両点検をする
　車体に傷がないか等、車両点検をする時間が必要です。

❖発荷主／着荷主との十分な打ち合わせ
　中継輸送は、中継拠点でドライバーが落ち合うタイミングが合致する
ことが望ましいです。
　しかしそのため、発荷主での積込時間や着荷主での荷卸時間を変更し
てもらわなければならないこともあります。
　発荷主／着荷主と十分な話し合いをしましょう。

◇ドライバーの荷役作業の有無を検討する
　まずは発荷主／着荷主での荷役作業の契約がどうなっているかを調べまし
ょう。
　ドライバー交替方式の場合、相手のトラック事業者のドライバーが、着荷
主に荷卸しに行くこととなります。
　着荷主との契約内容がドライバーによる荷卸作業となっている場合、相手
のトラック事業者のドライバーに荷扱いについて事前に教えておく必要があ
ります。
　また、受付場所や荷卸場所についても、きちんと引継ぎをしておきましょ
う。

◇協定を締結する
　国土交通省通達「貨物自動車運送事業の用に供する事業用自動車の相互使
用について」にあるように、中継輸送を行うトラック事業者同士で十分な話
し合いを行ったうえで、事前に協定を締結しておく必要があります。
　では、どのような締結項目が必要なのでしょう？　その項目例を説明します。

中継拠点でトライバーが交替する方式です。
他のトラック事業者の車両を運転することとなりますが、単車での実施が可
能な方式です。中継拠点での作業も短時間で終わります。

1中継輸送実施に向けた検討の進め方
　異なるトラック事業者同士で行うドライバー交替方式の中継輸送を行う際の
検討手順は次のとおりです。
　検討にあたっては、中継輸送を実施する相手のトラック事業者との十分な話
し合いが必要となります。

・国土交通省の通達や運行管理者の点呼等のルールを理解する
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・運用の詳細項目を決める
　幹線車両の運行タイムスケジュールや協定書の締結等、相手のトラック事
業者と事前に話し合い、準備しておかなければならない項目があります。

2ルールを理解する
　異なるトラック事業者同士でドライバー交替の中継輸送を実施する場合、『法
制面』と『運行管理』について、多くのトラック事業者が疑問に思われます。

◇法制的に問題ありません
　異なるトラック事業者同士でドライバー交替方式の中継輸送を実施するこ
とは法制的に問題ありません。
　ただし必要となる措置はあり、対応しなければならないことが２つあります。

❖�相互使用を行う事業者間で、責任関係等について事前に協定書等
で定めておくこと

❖�相互使用の対象となる事業用自動車には、事業者名および運行区
間等を記載した表板を当該事業用自動車の助手席側の前面に外側
から見やすいように置くこと

　この内容は、国土交通省通達「貨物自動車運送事業の用に供する事業用自
動車の相互使用について」（平成９年７月１日付、平成 19 年一部改正）に
記載されています。
　なお協定書の概要を図５に記載してますので、ご覧ください。

◇�運行管理は、車両に乗務する運転者が所属している営業所が行います
　中継拠点においては、
車両の乗り換え後の運行
について予め運行指示を
受けており、休息期間を
挟まないなど乗務を終了
しなければ、改めて点呼
を実施する必要はありま
せん。

◇その他の疑問があれば…
　国土交通省ホームページ「自動車総合安全情報」（中継輸送に関する
Q&A）に色々な情報が掲載されていますので確認しましょう。
https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03relay/
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『中継輸送の実施に当たって（実施の手引き）』を公開した。これは、平
成 28 年度「貨物自動車運送事業における中継輸送実証実験モデル事業」
についての報告書を基にしたもので、中継輸送の方式の中でも、同実験
モデル事業に参加したトラック運送事業者から実施要望の多かった「ド
ライバー交替方式」について、法令上のポイントや中継地点等の調整な
ど、確認すべき点についてその手順を詳しく紹介。『広報とらっく』では、
中継輸送導入促進の一環として、同手引きの概要版を掲載する。なお、
同手引きや必要書類の様式例等は国交省ホームページから入手できる。�™�U�|�w
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法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜交差点編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（法第42条第1号）交通整理の行われて
いない見通しの悪い交差点では、優先道路を
通行している場合を除いて、徐行することが
義務づけられている。
❷ ○（道交法第36条第4項）交差点に入ろう
としたり、交差点内を通行するときは、交差
点の状況に応じ、交差道路を通行する車両
等、反対方向から進行してきて右折する車両
等、交差点又はその直近で道路を横断する歩
行者に特に注意し、かつ、できる限り安全な
速度と方法で進行しなければならない。
❸ ×（道交法第35条の2第2項）環状交差点
において直進し、又は転回するときは、あら
かじめその前からできる限り道路の左側端に

寄り、かつ、できる限り環状交差点の側端に
沿って（道路標識等により通行すべき部分が
指定されているときは、その指定された部分
を通行して）徐行しなければならない。
❹ ○（道交法第34条第6項）左折又は右折し
ようとする車両が、合図をした場合において
は、その後方にある車両は、その速度又は方
向を急に変更しなければならないこととなる
場合を除き、合図をした車両の進路の変更を
妨げてはならない。
❺ ×（道交法第34条第4項）一方通行路で右
折するときは、あらかじめその前からできる限
り道路の右側端に寄り、かつ、交差点の中心
の内側を徐行しなければならない。
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走
り
︑
中
土
佐
町

の
体
験
施
設
・
黒
潮
工
房
で

本
場
の
た
た
き
の
つ
く
り
方

を
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
︒

ま
ず
は
︑
か
つ
お
を
５
枚
に

の
せ
て
火
に
当
て
る
の
だ
︒

　

か
つ
お
か
ら
煙
が
立
ち
︑

わ
ら
の
香
り
︑
脂
の
匂
い
が

広
が
れ
ば
︑
も
う
火
が
通
っ

て
い
る
︒
炙
る
の
は
︑
魚
の

臭
み
を
取
る
た
め
と
も
︑
わ

ら
の
香
り
を
つ
け
る
た
め
と

も
い
わ
れ
る
が
︑
要
は
よ
り

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
一

手
間
で
あ
る
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

ど
こ
も
自
家
製
の
味
を
自
慢

に
し
て
い
る
︒

　

た
た
き
は
︑
皮
付
き
の
ま

ま
表
面
を
炙あ

ぶ

り
︑
冷
水
に
と

っ
て
粗
熱
を
取
っ
て
か
ら
︑

刺
身
の
よ
う
に
切
る
︒
調
味

は
醤
油
に
柑
橘
類
を
絞
り
入

れ
た
り
︑
ポ
ン
酢
を
か
け
る

の
が
一
般
的
だ
が
︑
高
知
県

で
は
特
産
の
柚
子
の
搾
り
汁

を﹁
ゆ
の
す
﹂と
か﹁
ゆ
ず
す
﹂

お
ろ
す
│
│
左
右
の
背
︑
左

右
の
腹
︑
中
骨
に
分
け
る
の

だ
︒
そ
し
て
専
用
の
か
ま
ど

で
稲
わ
ら
を
燃
や
し
︑
燃
え

上
が
る
炎
の
中
に
︑
か
つ
お

を
く
ぐ
ら
せ
る
︒

　

こ
こ
で
役
立
つ
の
が
農
具

の
ピ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ク
︒
ス
コ
ッ

プ
風
の
柄
に
特
大
フ
ォ
ー
ク

を
付
け
た
迫
力
い
っ
ぱ
い
の

道
具
で
︑
こ
れ
に
か
つ
お
を

　例えば、右写真のような袋を用意しておくと、袋単
位で交換できますので紛失等の心配は軽減されます。
　相手のトラック事業者の袋の色を変えておくと、
更に分かりやすくなります。

・伝票などの帳票類とキーを交換する
　点検終了後、伝票などの帳票類とキーを交換します。
※前項にも記載しましたが、伝票などの帳票類は袋に入れて

おくと安心です。
　交換した際には、確かに交換したことを相互確認できる
証跡を残す必要があります。そのための受渡書（図８）を
事前に作っておくと良いでしょう。

4-❷運用の詳細を決める
◇運用に必要な資料を作成する

　実際に中継輸送を運用する際の流れを考えながら、必要な資
料を考えていきましょう。

①車両出発
　国土交通省通達「貨物自動車運送事業の用に供する事業用自
動車の相互使用について」に記載されている表板（図６）は用
意していますか？
　この表板は、助手席に掲示しておく必要があります。

②発荷主での積込み～出発
　伝票などの帳票をドライバーが発荷主より預かります。
　ここで預かった伝票などの帳票は、中継拠点で相手のトラッ
ク事業者のドライバーに渡さなければなりません。

③中継拠点到着～ドライバー交替
　いよいよ中継拠点到着です。ドライバーの交替です。

・�引き受けるドライバーが相手の車両を点検する
　引き受ける際に車両点検をしましょう。車両点検項目を記
載した点検実施表（図７）を事前に作っておくと良いでしょ
う。

④着荷主到着～荷卸し
　ドライバーは、中継拠点で相手のトラック事業者から受け取っ
た袋から必要な帳票を取り出し、着荷主の受付担当者に渡します。
　なお着荷主にドライバーが初めて行くことも想定されます。
　着荷主への道順や、受付場所・納入要領等を整理した資料を事
前にドライバーに渡しておくと円滑に納入ができます。
　また何か分からないことがあった場合に、ドライバーが関係者
と連絡をとる必要が出てくることもあります。
　連絡網（図９）を作っておくと良いでしょう。

※補助率等補助制度については平成28年度のもの

補助制度もご活用ください！補助制度もご活用ください！

5運行時、何か起こった時の対応を考える
　中継輸送の検討を行う際、殆どの方が「何か起こったらどうす
るの……？」という心配をします。
　通常と異なる運行をするわけですから、色々な不安が生じるの
は当然でしょう。
　検討段階で大切なことは、「何か起こったら……」の「何か」を
できるだけ想定し、その事象ごとの対応ルールを相手のトラック
事業者と事前に相談し決めておくことです。
　また、事故を起こさないために、メーカーによる補助ブレーキ
など車両の構造の違いについて、事前にドライバーへ指導するこ
とも必要です。

☆起こるかもしれないことを想定し対応ルールを考える
　相手のトラック事業者と想定される事象を出し合い、対応ル
ールを検討しましょう。
　運行遅延や破損（貨物や車両）など、様々な事象が考えられ
るはずです。

※代表的に事象例を右表で整理しましたので参考にしてください。
　同じ事象でも、起こるタイミング（中継拠点到着前／後）に
よって対応ルールが異なることがありますので注意しましょう。

　なお、事故が起こった際の保険等についても、事業者間
での検討が必要（詳細は『中継輸送の実施に当たって（実施
の手引き）』内 P.19 ～ 22「保険について」を参照のこと）。

表

A社様　ドライバー B社様　ドライバー

名前： 名前：

電話： 電話：

名前：

電話：

A社様　管理担当者

中継拠点

名前：

電話：

B社様　管理担当者

名前：

電話：

連　　絡　　網　　例

★運行前点検は、出発前に必ず行うこと

運行前 中継 運行後

点滅点検

電
気

車両概観
（傷等）

車
輌
状
態

そ
の
他

傷等ある場所をチェック

エアコン 利き具合

排気ガス 黒煙の増加

交換

オイル、エレメント 交換

モービル・オイル

全般の油水もれ

エア・タンク

ラジエーター 注水、水漏れ

タイヤ 亀裂及び損傷

バッテリー 適量なる液

各ライト関係

タイヤ空気圧 適量

点検箇所 点検要目

点検

運行前 中継 運行後

日付

ドライバー

点検

場所

運行前 中継 運行後

タイヤ 溝の深さ

ディスク・ホイルの取付状態

中
間
部

足
廻
り

ジョイント 遊びボルトしめつけ

ブレーキ 調整、利き具合

スタートボード 調整、利き具合

クラッチ 切れ具合

ミッション 注油及び油もれ

デフ 注油及び油もれ

ダイナモ

セルモーター

モービル油

損傷

ゆるみ

チャージ状況

良・不良

適量の注油

点検箇所 点検要目

原動機のかかり具合

低速及び加速の状態

ファンベルト

ファンベルト

エ
ン
ジ
ン
部

運行後

保有会社

車輌
ナンバー

点検者
整備
責任者

運行前

出発日 帰社日日常点検実施表【例】

図９

図７ 図８

図６
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▼
﹁
無
く
て
七

癖
あ
っ
て
四
十

八
癖
﹂︒人
物
観

察
は
︑
本
当
に

面
白
い
で
す
︒

例
え
ば
︑
通
勤
電
車
内
の
座
席
︒
決
ま
っ
た

車
両
の
定
位
置
に
︑
い
つ
も
同
じ
顔
触
れ
の
人

達
が
座
っ
て
い
ま
す
︒
▼
そ
の
人
達
の
行
動
を

垣
間
見
る
と
︒
ほ
ぼ
定
刻
に
ト
イ
レ
に
向
か

う
人
が
い
ま
す
︒
し
か
も
︑
重
そ
う
な
鞄
を

背
負
っ
て
︒
移
動
中
の
車
内
な
ら
︑
衆
目
の

中
盗
難
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
の
に
︒
お
も
む
ろ

に
立
ち
上
が
り
行
動
す
る
様
は
︑﹁
こ
れ
が
習

性
だ
﹂
と
い
わ
ん
ば
か
り
で
す
︒
▼
か
と
思

う
と
︑
必
ず
お
茶
と
お
手
製
の
お
む
す
び
２

個
を
持
ち
込
み
︑
地
元
駅
を
発
車
し
て
か
ら

ほ
ぼ
15
分
後
に
そ
れ
を
一
気
に
頬
張
る
人
︒
コ

ー
ト
︑
背
広
︑
チ
ョ
ッ
キ
を
脱
い
で
ワ
イ
シ
ャ

ツ
１
枚
に
な
り
︑
深
呼
吸
を
し
て
車
内
を
行
っ

た
り
来
た
り
す
る
人
︒
全
く
不
思
議
な
人
で

す
︒
周
り
の
人
は
︑﹁
ま
た
か
﹂
と
い
う
よ
う

な
目
で
見
て
い
ま
す
︒
常
に
窓
側
の
座
席
を
求

め
︑
席
の
移
動
を
繰
り
返
す
︑
ま
る
で
ヤ
ド

カ
リ
の
よ
う
な
人
︒
こ
の
人
は
︑
見
て
い
て
飽

き
な
い
で
す
︒
片
や
マ
ス
ク
を
し
て
︑
な
お
か

つ
顔
一
面
に
大
判
の
タ
オ
ル
を
被
っ
て
眠
る

人
︒
何
を
言
い
た
い
の
か
︑
ぶ
つ
ぶ
つ
と
し
き

り
に
何
か
を
呟
く
不
気
味
な
人
︒と
実
に
様
々

で
す
︒
▼
特
異
な
癖
は
︑
本
人
が
自
覚
せ
ず

と
も
︑
周
り
の
人
に
は
十
分
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
ま
す
︒
も
し
か
す
る
と
決
ま
っ
た
行
動
を

繰
り
返
す
こ
と
が
︑
精
神
的
な
支
え
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
︑
１
日
の
や
る
べ

き
メ
ニ
ュ
ー
の
一
環
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
以

前
︑
東
京
駅
の
ホ
ー
ム
で
乗
車
す
る
際
に
︑

割
り
込
み
を
し
よ
う
と
し
た
人
に
注
意
を
し

た
ら
︑
逆
に
食
っ
て
か
か
ら
れ
難
儀
し
ま
し

た
︒
こ
れ
で
は
迂
闊
に
注
意
も
で
き
ま
せ
ん
︒

世
の
中
が
便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
︑
そ
れ

と
引
き
換
え
に
人
間
性
が
失
わ
れ
て
い
く
よ

う
な
気
が
し
ま
す
︒
感
情
の
抑
え
が
効
か
な
い

の
で
し
ょ
う
か
︒
▼
対
人
関
係
の
苦
手
な
人
が

増
え
た
の
は
︑
常
に
機
器
を
相
手
に
す
る
現

況
が
︑
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
︒
先
日
︑
上
野
駅
か
ら
御
徒
町

駅
へ
続
く
名
物
横
丁
﹁
ア
メ
横
﹂
の
高
架
下

の
居
酒
屋
で
︑
友
人
４
人
で
乾
杯
し
て
い
た
と

こ
ろ
︑
す
ぐ
横
の
席
に
男
女
４
人
の
グ
ル
ー
プ

が
陣
取
り
ま
し
た
︒
既
に
酒
量
が
進
ん
で
い

た
の
か
︑
会
話
の
賑
や
か
な
こ
と
こ
の
上
な

く
︑
周
囲
か
ら
顰
蹙
（
ひ
ん
し
ゅ
く
）
を
買
っ

て
い
ま
し
た
︒
そ
の
時
に
︑
お
店
の
常
連
ら
し

き
年
輩
女
性
が
︑﹁
い
い
大
人
が
︑
周
り
に
迷

惑
だ
よ
︒
楽
し
く
飲
も
う
よ
﹂
と
一
喝
し
ま

し
た
︒﹁
あ
な
た
が
経
験
し
た
ス
カ
ッ
と
し
た

話
を
ド
ラ
マ
化
し
ま
す
﹂
を
謳
い
文
句
に
︑

民
放
テ
レ
ビ
で
今
人
気
の
﹁
痛
快
Ｔ
Ｖ
ス
カ
ッ

と
ジ
ャ
パ
ン
﹂
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
中
々
出

来
な
い
行
為
で
す
︒
私
達
も
ス
カ
ッ
と
し
て
︑

そ
の
後
の
杯
が
進
ん
だ
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
︒
▼
と
思
え
ば
︑
と
あ
る
飲
食
店
で

見
か
け
た
光
景
で
す
が
︑
自
分
が
注
文
し
た

メ
ニ
ュ
ー
が
中
々
出
て
来
な
い
た
め
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
︒
メ
ニ
ュ
ー
を
運
ん

で
き
た
店
員
が
一
言
︑﹁
大
変
遅
く
な
り
ま
し

て
﹂︒
そ
れ
を
受
け
て
お
客
は
︑﹁
死
ん
で
た

よ
﹂
と
捨
て
台
詞
︒
私
は
︑
そ
れ
を
聞
い
て

唖
然
と
し
ま
し
た
︒
何
と
悲
し
い
言
葉
の
や

り
取
り
で
し
ょ
う
︒
言
動
行
動
に
は
細
心
の

注
意
を
払
わ
な
く
て
は
︑と
痛
感
し
ま
し
た
︒

▼
癖
の
多
い
人
の
例
え
が
相
撲
の
四
十
八
手

に
な
ぞ
ら
れ
た
﹁
四
十
八
癖
﹂︒
個
々
の
人
間

は
地
球
上
に
唯
一
１
人
︒
そ
う
考
え
る
と
多
少

の
癖
は
ユ
ー
モ
ア
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
︒
癖
は

個
性
を
十
分
に
引
き
出
し
て
い
ま
す
︒
▼
い
よ

い
よ
待
ち
わ
び
た
︑
深
緑
の
季
節
の
到
来
で

す
ね
︒
目
に
映
る
鮮
や
か
な
青
葉
は
︑
心
に

優
し
さ
を
与
え
る
大
自
然
か
ら
の
贈
り
物
で

す
︒
先
日
︑
所
用
が
あ
り
東
京
都
下
の
西
国

分
寺
に
行
き
ま
し
た
︒用
事
を
済
ま
せ
る
と
︑

徒
歩
で
15
分
ほ
ど
の
﹁
お
鷹
の
道
﹂
に
行
き

ま
し
た
︒
夏
に
は
蛍
も
飛
び
か
う
小
川
が
あ

り
︑
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒
深
緑
の

香
り
は
格
別
で
︑
ま
さ
に
深
山
幽
谷
の
世
界

に
舞
い
込
ん
だ
か
の
錯
覚
を
感
じ
ま
し
た
︒

▼
杜
に
は
神
宿
る
旨
の
伝
え
も
あ
り
︑
靴
を

脱
ぎ
せ
せ
ら
ぎ
に
立
ち
尽
く
し
何
か
を
祈
る

人
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
︒
人
そ
れ
ぞ
れ
痛

み
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
で
す
︒
私
は
と
い

う
と
︑
思
い
き
り
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
吸
い
込

み
︑
身
体
を
活
性
化
し
た
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・5・15

こ
ち
ら
広
報
室
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根
本
運
送
株
式
会
社
（
千
葉
県
船
橋
市
）

　

根
本
運
送
㈱
（
星
野
勝
美

代
表
取
締
役
）
は
︑
大
型
車

に
よ
り
工
場
出
荷
製
品
を
近

畿
地
方
な
ど
に
輸
送
し
て
い

る
ほ
か
︑
タ
イ
ヤ
の
原
料
や

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
化
学
品

原
料
の
輸
送
︑
ま
た
パ
ン
の

原
材
料
と
な
る
小
麦
粉
を
輸

送
す
る
な
ど
︑
多
彩
な
荷
物

の
輸
送
を
手
が
け
て
い
る
︒

　

同
社
は
昭
和
26
年
に
東
京

都
で
創
業
し
︑
平
成
14
年
に

船
橋
市
に
本
社
を
移
転
し

た
︒
そ
の
頃
︑
当
時
の
社
長

が
同
社
の
事
業
の
売
却
を
検

討
︒
群
馬
県
太
田
市
に
あ
る

太
田
運
輸
㈱
（
同
）
が
同
社

の
事
業
を
取
得
す
る
こ
と
に

な
り
︑
15
年
に
同
社
の
全
株

式
が
太
田
運
輸
へ
譲
渡
さ
れ

た
︒
そ
れ
に
よ
り
︑
同
社
は

太
田
運
輸
の
グ
ル
ー
プ
企
業

と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
に
な
っ
た
︒
同
社

の
星
野
泰
彦
専
務
取
締
役

は
︑
太
田
運
輸
に
よ
る
同
社

の
事
業
の
取
得
以
前
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
が
︑

21
年
に
同
社
の
専
務
取
締
役

に
就
任
し
た
︒

　

星
野
専
務
に
よ
る
と
︑
Ｍ

「
輸
送
の
安
全
は
わ
が
社
の
生
命
線
」

ト
ッ
プ
の
方
針
を
示
し
安
全
対
策
を
進
め
る

＆
Ａ
以
前
の
同
社
の
社
員
は

﹁
法
令
遵
守
﹂
と
い
う
意
識

に
乏
し
く
︑
そ
う
し
た
社
風

も
影
響
し
て
事
故
は
少
な
く

な
か
っ
た
と
い
う
︒
し
か
し
︑

﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

制
度
﹂
が
18
年
10
月
に
導
入

さ
れ
る
な
ど
︑
運
送
事
業
者

が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
輸

送
の
安
全
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
︑
安
全
性
を
一
層
向

上
さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
流

れ
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

生
ま
れ
て
い
た
︒
同
社
に
お

い
て
も
︑
そ
う
し
た
業
界
全

体
の
流
れ
を
受
け
て
︑
安
全

に
関
し
て
ト
ッ
プ
の
方
針
を

示
し
︑
安
全
輸
送
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

な
っ
た
︒

　

同
社
の
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
は
︑
表
の
通
り
︑

安
全
方
針
を
﹁
輸
送
の
安
全

は
我
が
社
の
生
命
線
﹂
と
定

め
て
い
る
︒﹁
安
全
第
一
﹂
で

業
務
を
行
い
︑
荷
主
か
ら
信

頼
を
得
る
こ
と
で
︑
自
社
の

経
営
が
継
続
で
き
︑
ひ
い
て

は
社
員
の
生
活
も
維
持
・
向

　

さ
て
︑
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
同

社
の
経
営
陣
が
刷
新
さ
れ
る

と
︑
同
社
で
は
残
っ
た
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
︑﹁
従
前

通
り
の
や
り
方
で
は
な
く
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
全
員
が
法
令
遵

守
の
意
識
を
も
ち
︑
よ
り
安

全
性
の
高
い
会
社
へ
と
成
長

し
て
い
こ
う
﹂
と
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
︑
社
内
組
織
の

見
直
し
を
実
施
︒
ま
た
︑
安

全
教
育
・
指
導
も
強
化
し
︑

会
社
全
体
を
良
く
し
て
い
く

た
め
の
取
り
組
み
を
果
敢
に

進
め
た
︒
一
方
で
︑
こ
う
し

た
社
内
の
変
化
に
不
満
を
抱

い
た
り
︑
取
り
残
さ
れ
た
ド

ラ
イ
バ
ー
は
︑
同
社
を
退
社

し
て
い
っ
た
︒
Ｍ
＆
Ａ
を
き

っ
か
け
に
︑
法
令
遵
守
の
意

識
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
植
え
付

け
ら
れ
た
こ
と
で
︑
同
社
に

お
け
る
安
全
性
向
上
へ
の
取

り
組
み
が
加
速
し
て
い
く
こ

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
︒
同
社
で
は
﹁
安
全

第
一
﹂
と
い
う
確
固
た
る
姿

勢
を
社
内
外
に
示
す
た
め
︑

車
両
に
も
﹁
安
全
第
一
﹂
を

掲
げ
て
運
行
し
て
い
る
︒

と
に
な
っ
た
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
全
体
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
︑

同
社
に
と
っ
て
も
深
刻
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑

﹁
大
型
免
許
を
取
得
し
て
い

る
人
な
ら
誰
で
も
い
い
﹂
と

い
う
姿
勢
で
採
用
を
行
う

と
︑
安
全
へ
の
意
識
に
乏
し

く
改
善
へ
の
意
欲
も
低
い
人

材
を
獲
得
し
て
し
ま
い
︑
こ

れ
ま
で
の
同
社
の
改
革
路
線

に
悪
い
影
響
を
与
え
る
事
態

に
も
な
り
か
ね
な
い
︒﹁
朱
に

交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
﹂
と
い

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
︑
人

は
関
わ
る
相
手
や
環
境
に
よ

っ
て
︑
良
く
も
な
れ
ば
悪
く

も
な
る
︒
一
部
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
言
動
に
よ
り
︑
法
令
遵

守
の
意
識
を
育
ん
で
き
た
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
悪
い
方

向
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
で

は
︑
会
社
全
体
と
し
て
﹁
安

全
第
一
﹂
の
輸
送
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
は
不
可
能
と
な

る
︒

　

そ
こ
で
同
社
で
は
︑﹁
安

全
第
一
﹂
の
輸
送
の
継
続
を

図
る
た
め
に
︑
社
会
保
険
労

務
士
と
相
談
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
採
用
の
際
の
チ
ェ
ッ
ク
を

強
化
し
た
︒
面
接
時
に
︑
求

人
応
募
者
に
運
転
記
録
証
明

書
の
提
示
を
求
め
︑﹁
こ
れ
ま

で
に
重
大
な
事
故
を
起
こ
し

て
い
な
い
か
ど
う
か
﹂
を
確

認
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
︑現
在
の
健
康
状
態
や
﹁
サ

　

同
社
で
は
︑
22
年
11
月
に

同
社
の
全
車
両
に
デ
ジ
タ
ル

タ
コ
グ
ラ
フ
を
導
入
︒ま
た
︑

24
年
７
月
に
は
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
も
全
車
に
搭
載
し

た
︒
デ
ジ
タ
コ
と
ド
ラ
レ
コ

の
装
着
に
よ
り
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
は
安
全
を
意
識
し
た
運
転

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
︑
事
故
発
生
件
数
は
大

幅
に
減
少
︒
ま
た
︑
保
険
を

使
用
す
る
よ
う
な
大
き
な
事

故
は
な
く
な
っ
た
た
め
︑
同

社
が
契
約
し
て
い
る
対
人
・

対
物
保
険
は
最
大
の
値
引
き

率
と
な
り
︑
年
間
保
険
料
の

削
減
に
繋
が
っ
た
︒
ま
た
︑

デ
ジ
タ
コ
を
活
用
し
て
の
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
も
取
り
組
み
︑

燃
費
の
改
善
も
果
た
し
て
い

る
︒

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

安
全
教
育
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
︒
主
な
取

り
組
み
と
し
て
は
︑
①
外
部

講
師
に
よ
る
安
全
に
関
す
る

講
義
の
実
施
︑
②
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
使
っ
た
集

合
教
育
の
実
施
︱
︱
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
︒

　

こ
う
し
た
安
全
へ
の
取
り

組
み
強
化
が
評
価
さ
れ
︑
同

社
は
25
年
に
Ｇ
マ
ー
ク
を
取

得
し
て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
が
︑
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
へ
の
取
り
組
み
に
慣
れ
て

く
る
と
︑
燃
費
改
善
効
果
は

次
第
に
小
さ
く
な
り
︑
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
ち
ょ
っ
と
し

た
事
故
の
数
も
増
加
し
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

そ
こ
で
︑
同
社
で
は
﹁
安

全
へ
の
取
り
組
み
は
︑
自
社

だ
け
で
進
め
て
い
て
も
限
界

が
あ
る
﹂
と
判
断
し
︑
千
葉

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
モ
デ
ル

事
業
﹁
交
通
事
故
・
労
働
災

害
防
止
対
策
推
進
活
動
﹂
に

応
募
し
た
︒
こ
れ
は
︑
安
全

衛
生
管
理
体
制
の
構
築
を
目

的
に
県
内
の
運
送
事
業
者
が

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
︑

同
社
で
は
25
年
～
26
年
の
２

年
間
︑
同
活
動
を
通
じ
て
安

全
対
策
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
っ
た
︒

　

同
社
に
お
け
る
主
な
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
内
容
は
次
の
通

り
で
あ
る
︒

① 

集
合
教
育
か
ら
個
人
の
意

識
向
上
へ

　

こ
れ
ま
で
の
画
一
的
な
集

合
教
育
か
ら
︑
個
人
の
意
識

向
上
に
繋
が
る
教
育
へ
と
改

善
を
行
っ
た
︒

　

例
え
ば
︑
点
呼
時
に
ド
ラ

イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
対
し
︑

事
故
や
ク
レ
ー
ム
な
ど
の
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
達
︒

　

同
社
で
は
︑
年
４
回
実
施

し
て
い
る
﹁
安
全
会
議
﹂
の

中
で
︑
事
故
を
起
こ
さ
な
か

っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
﹁
ど
う

い
う
と
こ
ろ
に
気
を
付
け
て

作
業
を
行
っ
た
か
ら
︑
事
故

が
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
か
﹂

今
ま
さ
に
何
に
注
意
す
べ
き

な
の
か
を
理
解
さ
せ
る
こ
と

で
︑事
故
防
止
に
繋
げ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
個
人
の
事
故
防
止

へ
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
︑

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
書︵
図
︶

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
書
か
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
︒
運
行
中

の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
に
つ
い

て
︑
そ
の
概
要
や
当
時
の
周

囲
の
状
況
な
ど
の
ほ
か
︑
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
原
因
や
反
省
︑

ま
た
改
善
方
法
な
ど
に
つ
い

て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
考
え
さ
せ

て
︑
記
載
さ
せ
る
︒
同
報
告

書
の
内
容
を
経
営
陣
や
運
行

管
理
者
な
ど
が
確
認
し
︑
他

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
役
に
立

つ
内
容
の
場
合
に
は﹁
佳
作
﹂

﹁
入
選
﹂
と
し
て
評
価
し
︑

賞
金
を
出
し
て
い
る
︒

② 
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た

め
に

　

同
社
で
は
︑
労
働
災
害
が

少
な
か
ら
ず
発
生
し
て
い

た
︒
そ
の
た
め
︑
同
社
で
は

同
活
動
を
通
じ
︑﹁
安
全
衛

生
管
理
規
程
﹂
や
﹁
安
全
衛

生
計
画
﹂
を
策
定
︒
安
全
衛

生
管
理
体
制
を
確
立
さ
せ
る

こ
と
で
︑
労
働
災
害
防
止
を

図
っ
て
い
る
︒

を
発
表
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
︒
例
え
ば
︑﹁
作

業
を
行
う
前
に
は
一
呼
吸
付

け
て
︑
冷
静
に
な
っ
て
か
ら

作
業
を
行
う
よ
う
に
す
る
﹂

﹁
バ
ッ
ク
を
行
う
際
に
は
自

分
の
勘
や
他
人
に
頼
ら
ず

ラ
リ
ー
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て

い
な
い
か
ど
う
か
﹂︑
ま
た

﹁
会
社
の
運
営
に
支
障
を
与

え
る
よ
う
な
市
民
活
動
や
組

合
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
か

ど
う
か
﹂
な
ど
︑
求
人
応
募

者
を
事
細
か
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒
健
康

の
悩
み
や
経
済
的
な
苦
し
み

を
抱
え
た
状
態
で
乗
務
を
し

て
い
て
は
︑
運
転
操
作
に
集

中
で
き
ず
︑
そ
の
結
果
︑
事

故
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い

か
ね
な
い
︒﹁
安
全
第
一
﹂
を

遂
行
す
る
同
社
に
と
っ
て
問

題
の
な
い
人
材
か
ど
う
か
を

第
９
回

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
Ｍ
＆
Ａ
を
機
に
安
全
衛
生
管
理
体
制
を

確
立
さ
せ
る
と
と
も
に
︑
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組

み
に
一
層
力
を
注
い
で
い
る
︑
千
葉
県
船
橋
市
の
根

本
運
送
㈱
を
紹
介
し
ま
す
︒

見
極
め
︑﹁
こ
の
人
な
ら
大

丈
夫
だ
﹂
と
信
頼
の
置
け
る

人
材
を
採
用
︒
３
か
月
の
試

用
期
間
の
間
に
︑
業
務
に
あ

た
る
姿
勢
や
遵
法
意
識
の
高

さ
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
︑

本
採
用
と
し
て
い
る
︒

　
﹁
輸
送
の
安
全
を
維
持
し
︑

一
層
高
め
て
い
く
た
め
に
は
︑

安
全
教
育
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
︑
会
社
の
考
え
方
に
共
鳴

し
︑
素
直
に
︑
そ
し
て
真
摯

に
物
事
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
採
用
し
︑

育
て
て
い
く
こ
と
が
最
も
大

事
で
す
︒
社
員
全
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
と
い
う

雰
囲
気
を
醸
成
で
き
る
か
ど

う
か
で
︑
安
全
教
育
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

の
明
暗
が
分
か
れ
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
﹂（
星
野
専
務
）

に
︑
自
分
の
目
で
安
全
を
確

認
し
て
か
ら
行
う
よ
う
に
す

る
﹂
な
ど
︑
他
の
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
事
故
を
防
ぐ
た
め
の

様
々
な
意
見
を
聞
き
︑
そ
れ

を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と

で
︑
安
全
性
向
上
に
繋
げ
て

い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
同
活
動
を
通

じ
て
安
全
に
対
す
る
環
境
整

備
が
で
き
た
と
と
も
に
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
中
に
も
安
全
意

識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
さ

ら
な
る
事
故
防
止
の
た
め
に

は
︑
時
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
る

﹁
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
﹂
を

な
く
す
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り

の
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め

に
は
︑
細
か
い
事
柄
を
積
み

重
ね
︑﹃
安
全
第
一
﹄
の
考
え

方
を
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
︒
例
え
ば
︑﹃
車
間

距
離
を
保
持
す
る
﹄
な
ど
の

月
間
目
標
を
定
め
︑
点
呼
の

場
な
ど
で
そ
れ
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
毎
日
意
識
さ
せ
る
︒
目

標
を
守
る
こ
と
を
日
常
業
務

の
中
で
習
慣
付
け
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

油
断
に
よ
る
ミ
ス
を
防
い
で

い
こ
う
と
考
え
て
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安全会議では、事故を起こさなかったドライバーが事例を発表し、事故防止への取り組
みを水平展開している

面
接
で
応
募
者
を
事
細
か
に
チ
ェッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
が
安
全
教
育
を
活
か
す
決
め
手
に

集
合
教
育
か
ら
個
人
の
意
識
向
上
へ

考
え
さ
せ
る
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
を
高
め
る

「
ち
ょ
っ
と
し
た
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」
が
事
故
の
原
因
に

毎
日
の
習
慣
付
け
で
油
断
を
断
ち
切
る

表　事故防止のための安全方針

『輸送の安全は我が社の生命線』…社長方針

　安全軽視、目先の利益優先の会社はいつか必ず
滅びる。我が社は運輸業を通じて社会に末永く貢
献するために、地道に安全第一で業務を行う。安
全に努めかつ荷物を大切に扱うことでお客様から
信頼を勝ち得ることがもっとも大切と考える。

企業プロフィール

■ 社　　　名	 根本運送㈱
■ 本社所在地	 千葉県船橋市潮見町20-2
■ 代 表 者 代表取締役　星野勝美
■ 設　　　立	 昭和26年7月6日

■ 資 本 金 	1,000万円
■ 社 員 数 	53人
	 （うちドライバー45人）
■ 車 両 数 	50台

M&Aをきっかけに安全指導強化
「安全第一」旗印に遵法意識を向上

大
型
ウ
イ
ン
グ
車
は
安
全
へ
の
同
社

の
姿
勢
を
示
す
た
め
に
「
安
全
第
一
」

を
掲
げ
て
い
る

星野　泰彦
専務取締役


